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株式会社 ぶんか社
 


柚月くんのがそんなに大きいなんて聞いてない！ 第２話






踊る毒林檎・著

もなか知弘・イラスト









※本作品の内容はすべてフィクションです。

　実在の人物・団体・事件などには一切関係ありません。








　──大おお島しま由ゆ比い子こ、二十四歳。一カ月前、勤務先の不動産会社に退職届けを叩きつけ、本日晴れて無職となりました。

「ん……」

　キッチンから漂うコーヒー豆の甘くてほろ苦い匂いと、包丁がまな板を叩く音に、私の意識は覚醒した。

　一度、アラームを止めたスマートフォンの液晶画面に触れて、時間を確認する。時刻は十二時を三十分少々回った所だった。

（まずい、もうお昼じゃない……）

　さすがにだらけすぎだ。そろそろ起きなければ……と、のそのそベッドから這い出すと、私が起きた事に柚ゆ月づき君が気付いたらしい。キッチンから笑顔で、顔を覗かせる。

「ゆいこさん、おはようございます！」

「おはよう、柚月君」

「そろそろ朝ご飯ができますからね。ゆいこさん、シャワー浴びてきてくださいね」

「はーい」

　柚月君に急かされて、私はバスルームに向かった。

（退廃的だわ）

　明け方までセックスして、こんな時間に起きるだなんてただれてる。デカダンス。うん、でも、本音を言っちゃうと嫌いじゃない。っていうか、実はこういう生活にちょっとばかり憧れていた。

　だって、こういうのって、社会人になると難しいじゃない？

　それこそ、無職にでもならなければ。

　まあ、そういう訳で、めでたく（？）無職になった私は、大学生の彼氏と朝から晩までいちゃいちゃする時間はあるのだ。それはもう、たっぷりと。

　失業保険あるし、しばらくはゆっくりするつもり。

　え？　大学を出てまだ二年なのに、二回も会社を転職してるだなんてやばくないって？

　大丈夫大丈夫、やばくないやばくないこんなの普通、全然普通。最近は、ブラッック企業とかが話題だし？　メンタル病んで、自殺する前に、さっさと見切りをつけて退職するのってとっても素晴らしい事よ。最近、ＳＮＳなんかでもそういう呟きや四コママンガが称賛されまくってるし？　まあ、事実、あの不動産会社ブラックだったのよね。残業させときながら、勝手にタイムカード切るし。正式に残業手当を申請しようとすれば、キレられるし。今思えばあれ、パワハラだわ。──そういう訳で、今の私は、ブラック企業から命からがら逃げ出した、勇敢で聡明で先見の明がある、世間から称賛されるべき女性。でもって、哀れな被害者って設定になってるので、そう言う事でよろしく。

　そんな事を考えながらシャワーを浴びていると、コンコンとバスルームの扉がノックされる。

「なに？」

「ゆいこさん、僕もゆいこさんと一緒にシャワー浴びようかなって」

「もう、仕方ないわねぇ。いいわよ」

「やった！」

　柚月君は既に服を脱いでいたらしい。

　すぐさまバスルームに入って来た恋人に、そのまま唇を奪われる。

「ちょ、ちょっと……、私、髪、洗いたかったのに」

「僕があとで洗ってあげますから、その前に。……ね？」

　口腔内に侵入してきた舌に、私は心の中で「まったく、もう……」なんてぼやきながらも、彼の背中に手を伸ばした。

　──そんな事をやってたら、あっと言う間に一週間が経過して、さすがの私も危機感を感じ始めるようになった。







　──そんなある日の朝。

　ピピピピピッ！

「う、ん……」

　ＯＬ時代、出社時刻に合わせてセットしておいたままの、スマートフォンのアラームを止める。

　遮光率99．99％以上がうたい文句のお高いカーテンは、今朝も良い仕事をしている。朝になった事が分からない程度に、部屋の中は真っ暗だ。

　二度寝しようと布団の中に潜りこむと、力強い腕にギュッと抱き寄せられた。

「おはようございます、ゆいこさん」

「おはよう、柚月君」

　どうやら、隣で眠っていた柚月君も目を覚ましたらしい。

（あったかい……）

　人肌とは、こんなにも安心する物だったのか。心地良さで、すぐに眠りの世界へと誘われる。

　微かに耳に届くのは、マンション下を通る登校中の小学生の笑い声と、スマートフォンとは別に、ベッドサイドに置いていた予備の目覚まし時計の秒針。

　キッチンから漂うコーヒーの香気に、私はコーヒーメーカーのタイマーも、以前の出社時刻に合わせたままセットしていた事を思い出した。

　やはり、そろそろ起きるべきかもしれない。

　コーヒーは、淹いれたてが一番おいしい。

「ゆいこさん、昨日も大大大大好きでしたけど、今朝は昨日よりもっと大好きです！」

　そう言って柚月君は、まだ夢うつつでまどろんでいる私の額に唇を落とす。

「ん……ありがと」

「僕、昨日、ゆいこさんが眠った後、ずっと考えていたんです。……なんで僕達はもっと早く出会えなかったのか。眠れなくて、ゆいこさんの過去の彼氏たちの事を考えていたんですが、考えれば考えるほど、悔しくて泣きそうになりました。……いえ、ウソです。実は少し泣きました」

「…………」

「来世はゆいこさんの最初で最後の男になりたい。ゆいこさんが好きで、つらい。本当に、つらい。僕、苦しいです」

「…………」

　──そして柚月君はと言えば、今日も朝から重かった。

　柚月君は涙ながらに私を抱きしめ直すと、スリスリと頬擦りする。されるがままの私は半眼だった。

　早いもので、柚月君と付き合ってあっと言う間に一カ月と一週間が経過した。

　この男、出会って数日で「ゆいこさんと離れている時間が、寂しくて寂しくて耐えられない」と言って、私のマンションに転がり込んできた。

　かくいう私も、一人暮らしが寂しくて仕方のなかった女だ。ついつい、甘い顔をして柚月君を受け入れてしまった。

　そしてこの一週間、ひたすらセックスばかりしていたのだが……。

「ゆいこさん、好き、好き、好きです。愛してる」

「…………」

（柚月君、もしかしたら昔の私より重いかも……）

　このなんとも言いようのない、倦怠感にも似た脱力感。私の過去の男達も、私に感じていたのだろうか。ならば、奴等には悪い事をした。

　それからも柚月君の口上は、延々と続いた。

「来世の事はひとまず置いておいて、とりあえずは現世ですね。どうすれば、ゆいこさんと一分一秒でも長く一緒に過ごす事ができるのか」

「…………」

（……眠い）

　柚月君には悪いけど、なんだか眠くなってきた。

　恐らく私も、過去の男達に同じ事を思われていたんだろうけど。……これ、毎日続くとさすがにうざいのよね……。

「出会う前に時は戻せない。だからこそ、これからの時間を──」

「…………」

　朝からこれか。

　一体、一日何度やるんだと思わない訳ではない。

（……ったく、仕方ないわね）

　ふっと笑みが零れる。

　──それでも、愛されているという安堵感は何物にも代えがたい。

　なんだか胸が温かい。胸が温かくて、こそばゆくて。多分、こういうのを幸せって言うんだろう。──だが、眠い。

（やっぱり、私、二度寝したいわ……）

　淹れたてのコーヒーは、諦める事にしよう。

　人肌恋しい寒夜の一人寝は寂しいけれど、朝は一人でゆっくり寝ていたいと思うのは、私がもう若くないからか。

　大学時代、柚月君みたいな彼氏がいたら──ううん、私が柚月君と同い年で、彼と同じ大学に通っていたら？　なんて考える。

　私も柚月君同様に若……いや、青かったら。柚月君と同じ調子で、自分はどれだけあなたの事が好きなのか、なぁんて朝から真剣に語りあってみたりしたのかも。昔みたいに、お互いの好きな所を沢山言えた方が勝ち、なんてゲームをして一喜一憂したりして（大抵、私の圧勝で終わるのだが）。もしくは裸で抱き合ったまま、一日中セックスして怠惰に一日を過ごしてみたり、二人でちょっと遠くまで出かけたり──例えば横よこ浜はまの中華街に行って肉まんを食べ歩いたり、長なが瀞とろに行って川下りをしたり、なんなら鎌かま倉くら辺りまで足を延ばして、露天風呂付きの温泉旅館に一泊したり。そんな風に、今日もどこか二人でデートに行く事を考えたのかもしれない。

（いいえ、違うわ……）

　私は若い。柚月君よりは年上だけど、まだ若いと言っていい年齢だ。ピチピチ（死語）の二十代だし。──問題は、柚月君の人よりも若干……いや、かなり大きめのブツにある。

（昨日もすごかった。本当にすごかった……）

　彼のアレが普通サイズだったら、私も絶対ここまで疲れてないし、今日だってどこかにデートに出掛けていただろう。

（柚月君の、いつになったら慣れるのかしら）

　もしかしたら一生慣れないかもしれない。

　回数を重ねたのでサイズには慣れてきたが、問題は事後だ。

　いまだ、内臓を揺さぶられた後遺症のような、あの事後の感覚には慣れない。普通サイズや、普通よりちょい大きめサイズの男にはなかった倦怠感が、今朝もまだ残ってる。セックス酔いとかそういう次元じゃない。

（これは……）

　ふと、彼の物が男性特有の朝の生理現象で大きくなっている事に気付いた。

　心なしか、彼の呼吸も荒くなっているような気がする。

「…………」

　私は数秒考えた後、狸寝入りを決め込む事にした。

（よし）

　そっと瞼まぶたを閉じたその時──、

「ゆいこさん、好き。好きです」

　ちゅっちゅと音を立て、顔に、そして首筋へと下りて行く唇に、私の頬が強張った。
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「ゆ、柚月くん……？」

「ゆいこさん、好きです！　大好きです！」

「わ、私も好きだけど……」

「ゆいこさんとしたい！」

「直球すぎる!!」

「だって、したいんです!!」

　毎度の事ではあるけれど、本当に直球だ。なんてストレートな男なのだろう。

　大人になってから今まで、ここまで単刀直入に私を誘ってきた男はいただろうか？　──否、いない。

　大体、男ってみんな、あれじゃない？　夜景の綺麗なホテルを取ったり、ドライブして一泊せざるを得ない状況を作ったり、わざと終電を逃したり、「オレ、実はパスタ作るの上手なんだよね」とかなんとか言って家に上がり込んだり、なんかそういう回りくどい奴やるじゃない。──でも、

「駄目ですか？　ゆいこさんは、僕としたくないですか？」

「…………」

　しょぼくれた顔で言われ、私は苦笑する。

（こういうの、なんかいいな……）

　私はずっと、「付き合ってください」とか「結婚しよう」とか、その手の決定的な言葉を言わずにやる事だけやっときながら、いかに上手に逃げるかに命を懸けてるような、大人の男のずる賢いやり口を憎んでいた。スマートに、かつ綺麗に遊ぶ都会の男との恋愛の駆け引きに疲れていたんだと思う。

　私は素敵な人と結婚して、幸せな家庭を作りたいだけなのに、どいつもこいつも油断ならない。

　田舎と違って、都会の男は簡単に学歴や経歴、職業や年齢を偽る事ができる。キャバクラ通いや風俗通い、パチンコなんかのアレな趣味だってそうだ。

　最悪な奴だと、既婚者のくせに独身男のふりをしやがる。

　──だからこそ、私は柚月君に癒されるのだろう。

　この垢抜けていないイモっぽさに、童貞力の高さ（もう童貞じゃないけど）。

　彼はそういう事を疑って疑心暗鬼になって、自己嫌悪したりする事がない子だ。一緒にいて、疲弊しない。言葉の裏を勘ぐったりする必要もない。裏表がなくて安心できる。

　柚月君が私の事を好きだと言うのなら本当に好きで、私としたいと言うのなら、本当にしたいだけなのだ。──だが。

「い、いや、そのね、ええっと」

　柚月君のおかげで、今の私は心の方はとても満たされている。いるのだが、──いかんせん、体の方は、連日の交わりでだいぶ……いや、かなり疲弊している。

「駄目ですか？」

「駄目というか、うーん……」

　私が言葉を濁し、唸うなっていると、悪戯いたずらな手が下腹を滑る。

「ちょ、ちょっと！」

　手が陰部に届き、くちっと濡れた音が耳に届いた。

「あれ？　もう濡れてますね」

「ち、ちがっ……」

　私の反応に、柚月君はくすりと笑う。

　わざとらしい笑顔で指摘され、頬がカッと熱くなった。

「それとも、昨日のかな」

　肉の狭間をなぞるように触れていた指先が、膣内ナカにぬるりと潜り込む。

「っあ……」

　くちくちという控えめな水音は、すぐに湿り気を増して、ぐちゅぐちゅと大きな音に成り代わる。

「指、増やしますね」

「やっ、ま、待って……」

　柚月君の手を押さえようとすると、あっさりと両手首を掴まれてしまった。

　そして頭上──枕の上で、腕を二本固定され、戒められてしまう。

「こら、柚月君の馬鹿っ！　お姉さんの言う事を聞きなさい！」

「残念ですけど、今朝は、お姉さんの言う事は聞いてあげられそうにありません」

「もうっ！　バカバカバカバカ！　年下の癖に、あんた生意気よ！」

　にっこり微笑む笑顔が憎たらしい。年下の癖に、力はやはり男の物だ。

「ゆいこさん、かわいい」

　あいている方の手で、柚月君は愛撫を再開する。

　先ほどの宣言通り、二本、三本と指の本数を増やされる。

「あ、だ、だめっ……」

　指の本数が増えると、いやらしい水音は空気を含んだ物となり、グプ、グポポ……ッ！　と聞くに堪えない水音となった。

「は、あ……やあっ、ン！」

　二度寝したいのに。もうちょっと寝ていたいと思ってたはずなのに。──気が付けば、あっと言う間に体は火照ほてり、全身が汗ばんでいる。

　まだ挿いれ入られてもないのに、短く、浅い呼吸が恥ずかしい。

　私、この子より年上なのに！

　年上女の余裕とか！　余裕とか！　たまには見せ付けてやりたいのに！　ああ、もう、悔しいなっ！

「ゆづき、くんっ！」

　身を捩よじり、枕の上で頭を振ると彼は不思議そうに首を傾げる。

「ゆいこさん、気持ちいいですか？」

「きもち、いい、け……どっ」

　きもちいい。とってもきもちいいけど、そういう問題じゃない。

　柚月君は高学歴男子なだけあって、とても物覚えが良い。すぐに私のイイトコロを覚えてしまった。

　あんなデカブツに学習能力まであると、私のような経験豊富でインテリジェンスでバリキャリで落着きがある上に謎めいた色気があってミステリアスな年上のお姉さん（※セルフイメージ）でも、やや分が悪くなる。

「っぅ……き、昨日、あれだけシタのに……っ」

「何度抱いても足りません、ゆいこさんがかわいいからいけないんです」

「ば、馬鹿っ！　もう、いい加減にしなさい！　朝から盛り過ぎ！」

　思わず叫ぶと、彼はしょぼんと眉尻を下げた。

「嫌ですか？」

（う、うう……）

　柚月君は唇を噛み締めると、今にも泣き出しそうな顔でジッと私を見つめる。

　柚月君は別に童顔とか、かわいい系の顔じゃない。普段はもさいけど、髪を整えれば綺麗系に属する系統の顔だし、目元も涼しげだ。

　これは年下男の特別スキル的な奴なのだろうか。

　柚月君にこんな顔をされると、どうも私は弱いらしい。私にもあったらしい母性本能とかいう奴を擽くすぐられるのと同時に、年上女の見栄やらプライドが刺激され、大人の女の余裕とか懐の広さを見せつけたくなってしまう。

「……し、仕方がないわね」

　そう言ってやると、柚月君の表情がパアア！　と輝いた。

「ゆいこさん、大好き！」

「ひゃあっ!?　ちょ、ちょっと、待っ！」

「待てません！」

　──そんなこんなで、私は、今朝もなしくずしに彼に体を許してしまった。

「あ……」

　ナカはもう、充分すぎるほど蕩とろけていた。

　柚月君もそれを心得ていたらしく、私のナカから指を抜くと体を起こす。

「ちょっと待っててくださいね」

「う、うん」

　彼がベッドサイドから取り出した物は、ＸＬサイズのコンドームだ。

　コンドームの大きさもさる事ながら、やはり物も物凄い迫力がある。

　完全に勃ち上がり、赤黒くうわぞり返った全貌はＸＬサイズのコンドームでもキツそうで。私は絶対に、避妊だけはしっかりしてほしい派なのだが、ゴムの輪っかの部分を通過する時、圧迫された血管が苦しそうで、思わず「生でもいいわよ？」と言ってしまいそうになる。言わないけど。（避妊、大事）

　ゴソゴソと避妊具を装着する彼の様子を、手持ち無沙汰にベッドの上に寝転んだまま見守る。

　最近気付いたけれど、私、この時間が結構好きみたい。柚月君がちょっと余裕のない顔をして──でも、真面目な目で、避妊具を付ける様子がなんだかとってもかわいいから。

「──できた。挿入いれますね」

　そしてこの満面の笑み。かわいいなって思う。

　飼い主が投げたボールを持ってきて「できたできた！」「褒めて褒めて！」って言ってるイッヌみたい。

　柚月君に大量の犬太郎の画像を見せられたせいか、最近、私は飼い主の柚月君まで犬に見えてくる病を患っている。彼の頭に犬耳が見えた気がした。

「──って、えっ？　あ、ちょ、ちょっと!?」

　完全に、油断していた。

　そんな事を考えていると、片方の腿ももを大きく持ち上げられてしまう。

　何をするのかと思えば、敏感な芽に熱の先端をヌルヌル擦り付けられられる。

「ひ、あ、あぁっ……ン！」

　しとどと溢れだした蜜を鬼頭でにゅるにゅる塗り付けられて、自然と腰が揺れた。

（は、早くいれて……）

　しかし年上女の妙なプライドが邪魔をして、それを口にする事ができない。

　握りしめた両の拳で目元を隠し、うーうー唸っていると、彼はふっと笑ったようだった。

「ゆいこさん、腰を揺らしておねだりするなんてかわいいなあ」

「なっ」

　私が何か言う前に、彼は物の先端が蜜を溢れさせてやまない場所に触れる。

　くちゅりといういやらしい音が耳に届いた瞬間、彼の凶悪な物が、私の中を大きく押し広げて侵入を開始した。

「は、あ！　や、っああ……ッ！」

（やっぱり、大きい！）

　大きい物で入口が、そしてナカが押し広げられていく感覚と、圧迫感で喉が引き攣る。

　最初は「絶対入る訳ない！」と思った柚月君の物だけど、毎日彼の指で、舌で、そして肉で、蕩けさせられたせいだろう。私のその部分は、簡単に彼のモノを受け入れられる物に、作り替えられてしまった。

「は、はあ……はあ……」

　それでもやっぱり根元までぜんぶ入ると苦しくて、私は大きく息を吐く。

（あ……柚月君の、ナカでビクビクしてる）

　お腹を押さえて、思わず小さく笑ってしまった。

　柚月君と繋がっていると思うと、なんだか嬉しい。

　──やっぱり私も、彼の事が好きなんだと思う。服はダサいし髪型もダサいし、センスもお金も車も何もない、年下の男の子だけど。

　今の私は、二十六までに結婚するという人生設計を変更して、柚月君が大学を卒業するまで待ってもいいかな、なんて考える程度に彼の事が好きなのだ。

　出会い方も、付き合う事になったきっかけも、ホテルに行った流れも、ホテルのランクも、とてもではないけれど友達に自慢なんてできないし、それどころか他人様に言えるようなものですらないけれど。不思議な事に、私は確実に柚月君の事が好きになってしまっている。

　──というか、見つけてしまった。

　私を、安心させてくれる存在ひと。

　私は嫉妬深くて、寂しがりやだから、毎日沢山好きだと言って甘やかしてほしい。でも、私はプライドが高いかわいくない女なので、そんな事、絶対相手に言いたくないのだ。そんな私を自然体のまま受け入れてくれたのが、柚月君だった。

　多分、私達って相性がいいんだと思う。

「ゆいこさん。すみません、まだ苦しいですか？」

　私が自分のお腹を撫でていたので、どうやら柚月君は勘違いしてしまったらしい。不安そうに、私の顔を覗き込んで来た。

　彼の巨根コンプレックスは、どうやら相当根深いものらしい。

　短小コンプよりずっといいと思うんだけど。まあ、人それぞれなのだろう。

「やっぱり、やめましょうか？」

　ここまでやっておいて、今更何言っているのか。

「大丈夫、動いて」

　そう言って背中に手を伸ばすと、彼は安堵したらしい。

　小さく頷くと、ゆっくり腰を動かしはじめた。

「んっ……あ、あっ……はぁ、あっ……」

　入口を限界まで押し広げた物で、膣壁をぐりゅぐりゅ擦られる。

「っ！　ゆ、ゆいこさん、もっと力、抜いて」

「む、むりっ！　っあ、ぁ……ああああ──ッ！」

　気遣うようにぎこちなかった抽送が、すぐに容赦のない、激しいものへと切り替わる。

「あ、ぅっ……」

　やっぱり、きもちいい。

　っていうか、セックスってこんなにいいものだっけ？

「すき、すきです、ゆいこさん……っ」

（すき？　そっか、好き……）

　セックス中にそう言われて、違和感を感じる程度に、私は今までろくなセックスをしてきていない。

　男を繋ぎ止める為に、とか。浮気されたくないから、とか。別にしたくないけど、しないと別れるって言われるから仕方なく……とか。定期的に抜いてやらないと不機嫌になるから仕方なく……とか。そんなんばっか。

　最中、「好き」と言ったり言われたりはしていたような気がする。──しかし、その言葉は特段意味のない二文字で、何の感情も込められてない、儀式的な言葉のやり取りでしかなかった。

（好き……この人は、私のことが、すき……）

　その言葉に確かに込められている感情に、唖然とした後、胸に熱い物が込み上げてきた。

　喉を詰まらせる私に、柚月君は微笑みかける。

「ゆいこさん、好きです」

「わたしも、すきよ」

　自然と頬の筋肉が緩んだ。

「ゆいこさん、今の顔反則……」

「え？」

　なぜか、柚月君は真っ赤な顔で目を反らす。

　それから彼は熱に浮かれた瞳で、何度もうわ言のように「ゆいこさん、すき」と繰り返しながら、腰を動かしはじめた。

（柚月くん……）

　柚月君の顔を盗み見る。眉を寄せて、半開きになった唇から切なそう吐息を漏らしている表情がかわいい。

（キス、したいな……）

　ふと、そんな事を思った。

「柚月くん、キス、して……？」

　彼は一瞬きょとんとした表情を浮かべた後、とても嬉しそうに微笑みながら「はい！」と言った。

「僕、本当にゆいこさんに出会えてよかったです！　好き、好きです、ゆいこさん……！」

　深く重なる唇に、彼の背中に回す腕の力を込める。

（やっぱり私、幸せかも）

　しばらくキスをしたまま抱き合っていたが、柚月君が「そろそろ、しんどいかも……」と根を上げた。
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　クスクス笑いながら、「来て？」と言うと、柚月君はおもむろに私の太腿を持ち上げた。

「あっ！　や、ああっ！」

　パンパンパンッ！　と肌と肌のぶつかる音と、ズチュズチュ！　と激しく膣内を掻き混ぜられる音が寝室に響く。

　彼に何か伝えたい言葉がもっとあったような気がするのだが、思い出せない。というか、思い出したとしても、もう何かを伝えるどころではなくなってしまった。

　あんまりにも甲高い声が口からもれるのが恥ずかしくて、手で口を押えると、柚月君は蜜口の上にある敏感な尖りに触れる。

「っ、やあ、ん！　あっ……ああっ！」

　一気に苞ほうを剥かれて、敏感になった肉芽を擦り上げられる。

　ナカだけじゃなく、ソトからも耐えず快楽を与えられ、ゾクゾクとした物が背筋を這った。

　何かに縋すがりたくて、逆手でシーツを掴む。

　波のように何度も押し寄せる快楽の嵐に、もう、耐えるのでいっぱいいっぱいだ。

　最奥を柚月君ので抉えぐられる。気持ち良すぎて生理的な涙がブワッと溢れた。

　弱いトコロを的確に攻められつづけて、目の前が真っ白になる。

「あ、ああぁぁっ！」

　自分の意思とは関係なしに、ぎゅうっ！　とナカが収縮した。──また、達してしまった。

　膣壁が柚月君の肉を食い締めると、彼は「くっ……」と息を漏らしながら眉を寄せる。

　避妊具を付けているので、精を吐き出される感覚はない。しかし、私の収縮に促され、彼も達した事はわかった。ドクン、ドクン、とナカで跳ねる彼の物の動きがくすぐったい。

　柚月君は大きく息を吐くと、甘えるように私の上に体を倒した。

　覆いかぶさってきた彼の背中を、優しく撫でる。

（やっぱり、柚月君とのセックスいいな。今までの彼氏のとなんか違う……）

　どんなに好きな相手でも、何度か体を重ねると感動も薄れる物だが、彼とのセックスは何度シテも気持ち良い。もしかしたら体の相性も良いのかも。

　私の顔の横で、呼吸を整える柚月君の顔をじっと見つめる。

　柚月君のこめかみから頬に、ゆっくりと一筋の汗が流れいく。目を閉じて、気持ち良さそうに息を吐く柚月君の表情は本当にかわいくて、終わったばかりだというのに、もう一度気持ち良くしてあげたくなった。

「ゆいこさん、好きです」

　事後、そっけなくなる男達と違って、行為が終わった後も優しく気遣ってくれる柚月君が嬉しい。

　小さく笑った後、彼の唇に私から口付けると、柚月君は大きく目を見開いた。

「私も好き」

　私の言葉に彼はしばし茫ぼう然ぜんとした後、とてもとても幸せそうに微笑んだ。

「ゆいこさん、好き。大好きです」

「うん」

「ずっと一緒にいたい」

　しばらく抱き合ったまま、好きと言ったり言われたりして、とても恋人同士らしいやりとりを繰り返す。

（なんか、ドキドキする……）

　私ももう二十四歳だ。彼氏もそれなりにいた。でも、やっぱりこんなエッチをするのは、柚月君が初めてなので、なんだかとっても気恥ずかしい。

　思い返せば今までの男とは、こういう両想い期間とかラブラブ期間は、ほぼなかった。

　最初は追われる側で、あんまりしつこいから付き合ってみたら男がそっけなくなっていって、気が付いたらなぜかいつも私が追う側になる事の繰り返し。

　──だから、両想いがこんなに素敵な物だなんて知らなかった。

「汗、かきましたね。一緒にシャワー浴びましょうか？」

「もうちょっとゴロゴロしてたい」

「じゃあ、僕が先にシャワーを浴びてきます。その後、買い物に行って朝ごはんの準備をしているので、ゆいこさんは、しばらく眠っていていいですよ」

　そう言って私の頬にキスをしてベッドから起き上がる柚月君は、とてもできた彼氏だ。結婚したら、とてもできた夫になるのだろう。

（結婚か。はあ、柚月君と早く結婚したいなぁ……）

　付き合ってまだ一カ月ちょいの男に、一体、何を思っているのだろう。

　そんな事を思いながら、私はまた眠りに落ちた。







　朝シャンと言うには、遅すぎる時間。

　本日も昼過ぎに目を覚ました私は、自宅マンションのバスルームでシャワーを浴びていた。

　今朝の私は、すこぶる機嫌がいい。

　気になるシャンプーやコンディショナーを見付けた時に限って、シャンプーって奴はボトルになみなみ入っているものだ。もしくは無駄に持ちが良い製品だったりして、なかなか新しい物が使えないのは、お約束とでもいうのか。

　今、使っているシャンプーが切れたら次開けようと、ずっと心に決めていたボタニカルシャンプーを今朝、やっと開ける事ができた。そんな訳で、今朝の私は上機嫌だった。

　洗浄力はよくわからないけど、オレンジとラベンダーの香りがとってもイイカンジ。髪の指通りも悪くない。さすが、小さいボトルの癖に、一本五千円するだけの事はある。……うん、今の私は無職なので、大事にチビチビと使う事にしよう。

　ガチャリ。

　全身綺麗さっぱり洗い流して、バスルームから出た私は、鼻歌を歌いながら長い髪にヘアドライヤーをかける。

　乾いた髪をシュシュで一つにまとめ上げ、部屋着に着替えた後、私はキッチンに顔を出した。

「柚月君、あがったよ」

　声をかけると、紺色のエプロン姿がまぶしい柚月君が満面の笑顔で私を振り返った。

「ゆいこさん、ちょうど今、ごはんができた所ですよ。今日の朝ごはんは、銀ダラのわさび醤油漬け焼きに、小松菜とえのきの煮びたし、ワカメと油揚げのお味噌汁です」

「わあ、おいしそう！」

「えへへ」

　キッチンテーブルの椅子を引き、はにかんで笑う柚月君の正面の椅子に座る。

　食卓に並ぶ、豪華な朝食──ではなく、朝食兼昼食か。お世辞抜きで、今朝も本当においしそうだ。

　あれからずっとうちで寝泊まりしている柚月君は、家事を率先してやってくれている。

　シンクの磨き方どころか、お風呂のカビ取りすら満足にできない私は、定期的にハウスキーパーさんに入ってもらっていたので、これは本当に助かった。

　母子家庭育ちという柚月君は、家事が得意だ。小さい頃から、病弱なお母さんの代わりに台所に立つ事が多かったのだそうだ。

（そういえば、柚月君のお父さんはどんな人なんだろう？　というか、そもそも生きてるの？　それとも死別？）

　柚月君がうちにやってきて、もうだいぶ経つが、彼の父親の話はまだ聞いていない。どうやら、父親の話はあまり話したくない類の物らしい。

　十代の頃なら、「なんで教えてくれないのよ！　私はあなたの全てを知りたいのに！　なんで私に話せないの!?　私を信用していないの!?　うわあああああ!!」と泣き叫び、修羅場に発展する事案だが、私もだいぶ大人になった。彼にも彼の事情や、話すタイミングや心の準備等があるのだろう。今の私はそんな向こうの立場や気持ちを考える事ができる程度には大人になのだ。そして、彼が話たくなるまでのんびり待てる程度の精神的余裕もある。

　ただ、柚月君が大学に奨学金で通っている事、母親の所に毎月仕送りをしている事だけは聞いている。

　そんな訳で、私はお互いの家賃や食費の節約に、一緒に住まない？　と彼に話を持ち掛けようと思っていた。──が、一つ問題があった。

「今日はタラと小松菜が安かったんですよ、どうですか？」

「おいしいわ」

　どうもこうもない。今朝も文句なく、とてもおいしい。

　ＳＮＳにはパンケーキや高級フレンチ、イタリアンの写真をＵＰしている事が多いが、元々、私は和食派だ。特に朝は、米と味噌汁がないと落ち着かない。

　煮びたしとお味噌汁は、出汁だしがよく出ているし、タラの焼き具合も絶妙だ。

「…………」

　しかし、ある事を思い出した私の箸の動きが遅くなっていく。

　──バスルームで、上機嫌でフンフン鼻歌を歌っている場合ではなかった。

　そのまま箸を止め、箸置きの上に置くと、私が食べる様子をニコニコしながら見ていた柚月君が、怪け訝げんそうに首を傾げた。

　私の様子がおかしい事に気付いたらしい。

「ゆいこさん？　おいしくないですか？」

「おいしいわ。銀ダラの焼き具合も、煮びたしの味付けも、お味噌汁の出汁も完璧よ。──そうじゃなくてね、あなた、最近大学行ってないでしょ」

　ギクリと笑顔を強張らせる柚月くんに、私は大きなため息を吐いた。
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（セックスとおいしいごはんで、大事な事うやむやにされてたわ……）

　先日、十二月に入ったばかりだ。柚月君の大学は、まだ冬休みに入っていない。

　私が前の会社で引き継ぎをしていた一カ月は、通っていたようだが──この男、私が退職してから一週間は、一度も大学に行っていない。

「行かなきゃ駄目よ。せっかく奨学金取れたんでしょう？　勉強しないともったいないわ」

　というか、これじゃ私が柚月君のお母さんに顔向けできない。

「で、でも、僕、ゆいこさんと離れたくなくて、ずっと一緒にいたくて……」

「はあ……」

　ため息が止まらない。

　こんなところまで、昔の私そっくりで頭が痛い。

　私は当時の自分を大学に通うよう仕向けてくれた、当時の彼氏──穂みのり君や、ゼミの佐さ伯えき教授に感謝すべきなのかもしれない。……いや、佐伯は奥さんがいる事を、ずっと私に隠しながら付き合っていたから、やっぱり感謝はしなくていい。というか地獄に落ちろ。

「ずっと一緒にいたくても、お金がないと生活できないの。働かないと生きていけないの。ＯＫ？」

「ＯＫです！」

「私もそろそろ働こうと思ってるし、家にいないわよ」

「僕も働きます！　大学辞めて、ゆいこさんと一緒に働きたいです！　二十四時間、ゆいこさんと一緒にいたい！」

　ああ、この感じ。……昔の自分を見ているようで、痛々しい。そしてなんだかイライラしてきた。

　柚月君がもっとしっかりしてれば、私はしばらく失業保険でダラダラ過ごしたのに。

「あんた、馬鹿じゃないの？　大学辞めてどうすんのよ。将来どうするつもり？　せっかく入ったんだから、大学くらい卒業しておきなさいよ」

　ううっ、と言いよどむ柚月君。

　あ、私、久しぶりに年上のお姉さんっぽい事してる気がする。

「将来の事を考えれば考えるほど、わからなくなってきていて。……僕は今、経済学部にいるんですけど、なんでこんな事を勉強しているんだろうって」

「学部変更したいの？」

「勉強自体は楽しいんです。もともと勉強するの、好きなので」

　なら、いいのではなかろうか？

「サイクル理論とエリオット波動、通貨強弱なんかは麻雀にも使えますし、授業も面白いんです」

「え、柚月君麻雀するの？」

　思わずギョッとする。

「ＰＣに入ってる奴をたまにやります。ほかにもマインスイーパー地雷探しゲームと花札を」

「そ、そう」

　一瞬、また駄目男ハズレを引いたのかとビクついてしまった。

　賭け事好きの男には嫌な思い出しかない。胸を撫で下ろしながら、ほっと安堵の息を吐く。

　柚月君は箸を置くと、躊躇とまどいがちに話しはじめた。

「実は僕の父は自営業をやっているんです。ずっとその会社を継げと言われていて、それで困っていて」

　どうやら柚月君のお父さんはご在命らしい。

（──って、会社？　自営業？）

　目ざとい私の目がキランと光る。

（毎日もやし炒めなんか食べてるから、絶対、貧乏だと思ってたのに。もしかして、結構実家は太い感じなの？）

　このまま柚月君と結婚すれば、私はセレブリティーな社長夫人になっちゃったりするのだろうか？

（……ああ、でも、きっと田舎の極細自営業よね。期待しちゃいけないわ……）

　柚月君の住んでいたボロアパートを思い出すに、まずありえないだろう。あれはお金持ちの社長令息の住む場所ではない。

　次に、犬太郎が無邪気に駆け回る田園風景の写真──かんぴょう畑に囲まれた、柚月君のご実家の様子が脳裏を横切る。

　恐らくというか、十中八九、田舎の零細企業に決まってる。

　風が吹けばあっけなく吹き飛ぶような。借金まみれの自転車操業のやばい所の可能性だってある。

「でも、僕は、その……なんというか、父の事があまり好きではなくて。だから父の会社は継ぎたくないんです」

「うんうん、お姉さんもそんな会社は継がなくていいと思うわよ」

　私の言葉に、柚月君はほっとした表情となる。

　というか柚月君。そんな会社、継がないでプリーズ。私の為に。

　だって、私、もう二度と田舎になんて住みたくないし。

　可能なら、山の手線圏内……は無理だとしても、都内に住みたいわよね。次点で横浜。都落ちなんてしたら、絶対、瑞みず穂ほ達に笑われる。

　アリサは、あのナスみたいな顔の医者と出来婚キメて、今や六ろっ本ぽん木ぎハローズ住まいだし。……ああ、悔しい。アリサが六本木ハローズなら、私は六本木ビビッドタウン辺りに住まなきゃ、気が済まない。

　──柚月君は好きだけど、人目は気になるしやっぱりいつだって一番でいたい。

（あ……でも今の時代、田舎の生活も悪くないのかしら？）

　ほら、今って田舎でほっこりスローライフみたいな奴がはやってるじゃない？　古民家カフェとか、ああいう奴。

　もしかしなくても、今、田舎って一周回ってイケてるんじゃない？

「父は……僕の母を裏切ったんです」

　深刻な表情で話す柚月君には悪いが、私は腕を組み、ふんふん頷きながら、将来のビジョン──自分の輝かしい未来について考えていた。

　田舎でほっこり、エコでシンプル、スローライフ。毎朝、家庭菜園で採れたての無農薬野菜で作ったグリーンスムージーで、お肌もツヤピカ。数十万で買った古民家をＤＩＹでお洒落にセルフリノベーションして、古民家カフェを経営。地元素材をふんだんに使ったパスタと、自然素材のパンケーキを出せば、地元の新聞に取り上げられて、東京のテレビ局や雑誌からも取材が来たりして。

（悪くない。そういうの、悪くない）

　ほら、自分で言うのもなんだけど、私、美人じゃない？

　ＳＮＳで顔出しして、お洒落なお店やかわいいパンケーキの写真を毎日ＵＰすれば、すぐさまインフルエンサーになっちゃうんじゃない？

　今のバリキャリキラキラＯＬアカウントでも、一応、フォロワー三千人いるし？

　有能な加工アプリで修正した写真をアイコンにして、毎日キラキラしたお店の風景をＵＰして、それと同時に時事ネタや、キラリとセンスや教養が光る呟きをしとけば、フォロワー数万人も夢じゃないわよね。

　そうしたらきっと出版社が「ゆいこさんのキラキラ古民家カフェのお家ごはんを、是非是非、我が社で出版させてください！」とか言ってくるのよ。

（ああ、悪くない。そういうの、実に悪くない）

　──やっぱり、負けたくない。馬鹿にされるのは嫌。いつも一番、キラキラしていたい。

「大学、辞めたいの？」

　私は理解ある微笑を浮かべ、柚月君を慈愛に満ちた瞳で見つめる。

　最悪、柚月君が大学中退してもいい。

　──柚月君が貧乏でも、実家が田舎でも、私には私の戦い方がある。

　男の一人や二人、別に私が養ってやってもいい。

　今までだってさんざん男に貢いできた訳だし、実は貢いでいる自分が結構好きだったりする。

　いい男に貢がれるのも好きだが、かけられた金額分の負い目や引け目を感じてしまう。その分、愛情なり、真心なり、セックスなりで返さなきゃいけないような、なんかそういうのってあるじゃない。

　なら自分がお金を出して、その分、自分が偉そうにしてた方が楽なのよね。私、わがままだから。

「それが難しい問題なんです。父への反感から辞めたい気持ちはあるんですが、……でも他に何かしたい事があるか？　と言われれば、具体的なビジョンもなく……」

「じゃあ、このまま卒業すればいいじゃない」

　むしろ、なぜ、辞める必要があるのか。

　私の何か言いたげな視線に気付いたのか、彼は重々しく息を吐く。

「実は僕が中学の時、母が心臓の病気で入院したんです。……その時、父が、手術代なら出してやるから、その代わりに指定した学部に行って、会社を継げと言ってきて」

「そういう事情だったのね」

「大学卒業までに、手術費用代を返せなかったら、父の会社を継げと言われていて、今、必死にアルバイトをしてお金を返している最中なんです。あ、でも、単位を落としても会社を継がなくちゃ駄目で」

　柚月君がもやし炒めばかり食べていた理由が、やっとわかった。

「ちなみに、残りいくらなの？」

「あと、四百万残ってます」

「よ、四百万……」

　隼人に貢ぎつづけ、貯金が限りなくゼロに近い私には、軽々しく「肩代わりしてあげるわよ」と言えない金額だった。

　しかし、柚月君が卒業まであと二年ある。返せない額ではない。

「柚月君が大学にちゃんと行くのが条件だけど、一緒に暮らしましょうよ」

「え？」

「家賃の節約になるでしょう？　家事さえしてくれれば、家賃払わなくてＯＫだから」

「ほ、本当に？」

　これは、私がずっと考えていた事だった。

「ああ、でも食費と水道光熱費は折半ね」

「本当に、いいんですか……？」

　嬉しさ半分、申し訳ない半分と言った顔で、オロオロしながら言う柚月君に、私は力強く微笑んだ。

「もちろんよ。じゃあ、私、ご飯を食べたら就職活動してくるわ。柚月君は今日こそ大学行くのよ」

「は、はい！」

　柚月君は涙で潤んだ瞳で、頷いた。

　年下君って、やっぱりかわいい。私が支えてあげなきゃと思った。

　ほら、私、元バリキャリだし？

　大学生一人を養うくらい、簡単でしょ？　──と思ったのだが、世の中そんなに甘くはなかった。







　──数日後。

「はあ、空気がおいしい」

　私は大きく空気を吸う。

　歴史を感じる赤レンガ造りの建物と、シャープで現代的な建物が調和する、美しいキャンパス内を歩く。

　ここが、私の新しい職場だ。

　なんでも人員が足りなかったらしく、面接をしたら「明日から来てください」と言われ、今日から出勤する事になった。

「おい、あの人、超美人じゃないか……？」

「オレ、声かけちゃおうかな」

　緑豊かな学内は学生で賑わい、都会らしい活気で溢れている。

　すれ違う学生たちに、私も数歳若返った気分になった。

（うーん、私ももう一回大学生やりたいわ）

　お金があれば、再受験して柚月君とキャンパス生活送ったのにな。

（宝くじでも当たらないかしら。そうすれば、今度は英文学科に入るのに。ううん、ドイツ語学科やフランス語学科なんかもいいわね。世界で活躍する女性って、素敵じゃない。私にとっても似合いそう）

「さて、と」

　今の時間、彼のいるであろう場所の目星はついている。

　私の足は、まっすぐにレンガ造りの外観の学生食堂へと向かった。

　食堂に入るなり、ギョッとした顔の男子学生が一人、ガタン！　と席を立つ。

　──見つけた。

「ゆ、ゆいこさん!?　な、なんでこんな所に……っていうか、その格好は」

　大学の事務員の制服を着て現れた私に、その学生──柚月君は、目を白黒させながら駆け寄ってきた。
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「これですか。今日、驚かせたい事があるって言っていたのは」

「そうそう」

　私はペットボトルのお茶を開けながら頷く。

　場所を変え、外に移動した私達は、食堂の前にあるテーブルでお揃いのお弁当を食べていた。

　普通に私の正面の椅子に座ればいいのに、「少しでもゆいこさんの近くにいたい」と言う柚月君は、隣の椅子に座っている。

　四人掛けのテーブルで不自然な事この上ないが、大きな溜息を吐きながら目元を覆う柚月君は、全く気にした素振りも見せない。

「ゆいこさんに甘えて馬鹿な事言って、本当にごめんなさい。これ、僕のせいですよね……？」

「何が？」

「……ゆいこさんを責めている訳じゃないんです。大学でもゆいこさんに会えるのは、とっても嬉しい。……でも、」

「でも？」

「大丈夫なんですか？　キャリアとか、その、お給料とか」

　派遣の事務員の時給は、そんなに高くはない。柚月君もその事は理解していたらしい。

　月収も以前より落ちるけれど、隼人に貢いでいたお金がなくなるのなら、むしろプラスになるくらいだ。

「大丈夫よ。もともと私、無趣味だし。それに、私達結婚するんでしょう？」

「しますけど」

　付き合ってまだ一カ月ちょっとで、お互い何を言っているんだという話だが、この辺り、私も柚月君も重い人間だ。悪い意味で、世間の基準からズレている。

「そういえば柚月君、お父さんにお金を返したらどうするつもりなの？　やりたい事や夢はないの？」

「それは……」

　特に何もないのなら、私のキラキラ古民家カフェの従業員として働かせよう、と思っていたのだが……。

「あると言えばあるんですが、ないと言えばないというか……」

「何よ、それ」

「えっと……本当に夢みたいなもので、あまり現実的ではないんです」

　「さっさと言え」とひとにらみする。

　柚月君はしばし口ごもった後、躊躇いがちに話しはじめた。

「犬太郎は、保健所から引き取った犬なんです。……僕は将来、殺処分される犬や猫の命を助ける仕事に就きたいと思っています」

　柚月君らしいと言えば柚月君らしい進路だった。

「愛護団体とか、保護猫カフェとか？」

　柚月君は、少し考えるような仕草をした後、無言で頷く。

　まあ、お金にはならなそうだけど、かわいい犬猫に囲まれた生活は私的にも悪くない。

　その手のカフェなんかは、私の古民家カフェと一緒に出来るだろうし、画像はＳＮＳ映えもしそうだ。

　そんな事を考えながら、箸でお弁当の卵焼きをつまむ。

「ところで柚月君のお父さん、何やっているの？」

「七なな草くさ堂どうの代表取締役やってます」

「え？」

　ぽろり、と箸で掴んだ卵焼きがお弁当箱の中に落ちた。

「な、七草堂？」

「はい」

　ちょっと待て。

（七草堂って、私が新卒で入った化粧品会社じゃない……）

　──聞いた事があるどころじゃなかった。

　七草堂と言えば、日本人なら知らない人間はいない、テレビＣＭや雑誌広告でも有名な化粧品会社だ。主なイメージは化粧品だが、元は七草粥とともに医食同源を提唱する、漢方薬系の製薬会社だった。

　製薬から健康食品へ、そしてレストランと来て、美容系に乗り出し、大ヒットした美白化粧品で化粧品会社のイメージが定着した。

　今は超小型衛星の開発から宇宙開発まで、幅広い分野で活躍している日本の大大大大企業だ。

　当然、就職の倍率も恐ろしく高い。

　私が新卒で入った時は、採用倍率は百倍以上と言われていた。あの会社に新卒で入れた事が、私は何よりの自慢だった。……とは言っても、私はその自慢の会社を一時の感情で自主退社してしまったのだが。

　隼人と別れた今は、「なんて馬鹿な事をしてしまったのだろう……」と、毎晩寝る前、後悔している。

　七草堂は、お給料もボーナスも福利厚生もとてもしっかりしている、超絶ホワイト企業だったのだ。食堂も無料で、お洒落なカフェテリアも充実していた。

「ウソでしょ？」

「こんなウソ、ゆいこさんについてどうするんですか」

「だ、だって、七草堂って、あの超有名な大企業でしょ……？」

「一応。……僕は、七草御ご形ぎょうの婚外子なんです。母は大学時代に父と出会い、僕を身籠り、大学を中退して田舎に帰りました。父は大学を卒業した後、母と結婚すると言っていたそうですが、そのまま他の女と結婚したんです……」

　冷たい風が、柚月君の顔に暗い影を作る。

「……結局、正妻との間に子はできず、父は僕に跡を継げと言って来た。僕は、父を許す事ができない」

（柚月君……）

　柚月君は怒気も露わに、憮然たる様子で唇を噛み締める。──って、ちょっと待て。

「ちょ、ちょっと待って。って事は、柚月君は七草社長の息子って事で、あ、あの超巨大企業の御曹司って事？」

「実家は辺へん鄙ぴな田舎にある、母と祖母が二人で細々とやっているロシア料理店なので、御曹司って言われると、抵抗があるんですが」

「…………」

　確かに、毎日もやし炒めを食べて飢えを凌いでいる御曹司なんて、私だって聞いた事がない。

　顎が抜けてしまいそうな私の表情に、彼は察したらしい。

「ゆいこさんは、僕に七草堂を継いでほしいんですか？」

「それは──」

　当然だ。七草堂を継いだ柚月君と結婚すれば、私は日本でもトップクラスの、──いいや、世界でも通用するセレブになる。

　ラスベガスのカジノで、高給シャンパンを飲みながら大豪遊。豪華客船クルーズで世界一周旅行。ハワイのプライベートビーチで、エメラルドグリーンの海と白く美しい砂浜を独り占め。ハイブランドショップで新作のバッグを色違いで、ううん、全色買ってもいい。──い、いや、なんなら店ごとお買い上げだってできちゃうはず。

　まるで、映画のような映像が頭に浮かんでは消える。

「…………」

　ここで自分の意思なんてあってないような、まだまだ未熟こどもの年下彼氏の背中を押してやれば、私の未来は輝かしい。

「ゆいこさん？」

　不安げに揺れる柚月君の瞳に、我に返った。

（……まあ、いっか？）

　私はポリポリと後ろ頭を掻きながら、宙を見上げる。

　今までの散々な元カレたちとの記憶が、走馬灯のように私の脳裏を駆け巡った。

　お金はないよりあった方がいいけれど、いつだって一番、キラキラしていたいけれど、──でも、そんな物よりも、もっと大事な物がある。

「柚月君の人生は柚月君の物よ。お父さんが許せないなら許さなくていいし、やりたくない仕事に就く必要なんてない。やりたい事をやればいい」

　──私はずっと、幸せになりたかった。

　小さい頃から、幸せな結婚をするのが夢だった。

　しかし、一人では幸せになる事も結婚する事もできない。パートナーが幸せを感じていない結婚生活は、きっと、私も幸せではないだろう。

「いいんですか？　一生、貧乏かもしれませんけど……」

「別にいいわよ、お金が足りないなら私も働くし」

「ゆいこさん！」

「ちょ、いきなり何!?」

「嬉しくて！」

　興奮した柚月君に、カフェの椅子ごと抱きしめられて、お弁当をひっくり返しそうになってしまった。

「ゆいこさん、好きです」

「柚月君……」

　──こんな打算抜きの恋愛、子供の頃以来かもしれない。

　自分でもすっごい馬鹿やってる気がするんだれど、柚月君も嬉しそうだし、かく言う私も幸せだし、まあいっか？　──って。

「ちょ、ちょっと待って！　ここでは駄目よ！」

　キスしようとそのまま唇を近付けてくる柚月君の胸を、そのまま押し返す。

　不満そうな顔になる彼に、「三限まで、あと少し時間あるわよね？」と耳打ちすると、人気のない部屋に引っぱりこまれた。

「ここ、人来ないの？　大丈夫？」

「ええ、大丈夫です。今は使われていない部屋ですから」

　そう言って柚月君は私のベストのボタンを外し、シャツを捲る。

「んっ、あ……っ」

　フロントホックのブラを外されると、はだけた胸に口付けられて、ちうっと皮膚を吸い上げられる。チクりとした痛みが肌に走った。

「ゆいこさんは色が白いから、……やっぱり。綺麗に色が付きました」

「ちょ、ちょっと待って、見える部分は駄目っ！」

「分かってます」

　言って、今度は鎖骨の下の皮膚を吸われる。

　赤く色付くいた部分を、労わるように舐め上げられた。

　次第にこそばゆさとチクリとした痛み以外の物を感じはじめ、喉奥から甘い吐息が漏れ出した。

「あ、あっ……んぅっ」

　気が付けば、まだ触れられていない双の突起が自己主張をはじめ、気恥ずかしさを覚えた。

（は、早く胸も舐めなさいよ……）

　胸先に感じるむず痒がゆさのような物は、徐々に全身に広がっていく。

　体が熱い。

「感じてるゆいこさん、やっぱりかわいい」

　柚月君が、うっとりと呟きながら、私の乳房を両の手の平で包み込む。

「うん、この大きさ、色、形、柔らかさ。やっぱりかわいいなぁ」

「ちょ、ちょっと……！」

　さっきからずっと触れられたくてたらない、疼うずく尖とがりに熱い吐息がかかって腰がビクついてしまった。
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　吐息がかかった部分から、またしても甘い痺しびれが全身を蝕むように広がっていく。そのゾワゾワした物は、どんどん強くなっていって。

「ゆいこさん、気付いてましたか？　食堂でもテラスでも、ゆいこさんの事、沢山の男達が見ていた」

「え？」

「ゆいこさんが駄目だと言うから付けませんけど、本当はこことか、……目立つ所に付けて、あいつらにゆいこさんは僕のものだって教えてやりたい」

　柚月君は私の首筋を舐めた後、シャツで隠れる場所まで唇を滑らせる。

　またしても、肌にチクリとした痛みが走る。いきなりキスマークを付けるだなんて、一体何なのかと思えば、嫉妬しているのかもしれない。

　いたる場所を吸い上げて、紅い花弁を散らされる。

　キスマークを付けるだけというまどろっこしい刺激は、まるでひどい焦らしのようだった。

「ゆづき、くんっ……」

　喉奥から、吐息だけではなく、微かな声も漏れはじめる。

　下腹の奥もから、とろりと溢れた蜜がショーツを濡らすのを感じた。

　はしたないけど、恥ずかしいけど、もう自分からおねだりしてしまおうかと思った瞬間、ジュっと音を立てて胸の尖りを吸われる。

「あっ、っぅ──！」

「ゆいこさん……」

　熱っぽい瞳でそう呟きながら、執拗に胸を舐められる。

「どうします？　ここで最後までしちゃいますか？」

「そんな、こと……ぁあっ」

　しかしそこから走る甘い痺れに耐え切れず、声を漏らす私に、彼はくすりを笑った。

　唇で啄ばんで、舌先で先端をくすぐられれば、耐えきれずまた甲高い声が漏れる。

「あ、あっ……んぅっ」

　舌で転がしていない方の胸を揉み立てられて、指先できゅっと乳首を摘ままれた。

　左右同時に刺激を受けると、身体が疼いてしかたない。耐えきれない下肢の疼きを誤魔化すように身を捩よじると、柚月君は私の胸から顔を上げた。

　気が付けば、物欲しげに両膝を擦り合せていた。

「もう、挿入いれてほしいんですか？」

「ば、ばか……」

　まさにその通りなのだが、私は年上のお姉さんとしてのプライドがある。

　バレバレなのは百も承知だが、そう言ってにらんでやると、彼は破顔した。

「ああ、もう、なんでこの人はこんなにかわいいんだろう……」

　もう一度にらんでやると、柚月君は笑顔のまま頷いた。

「分かりました、ゆいこさんの望み通りにしてあげますね」

　スカートを捲めくり、ショーツに侵入した手は迷わずその場所に辿り着く。

「また、こんなに濡らして」

「っ……」

　予想を裏切らずその場所は蜜でドロドロになっていた。返す言葉がない私に、柚月君は少し意地の悪い顔で笑う。

「三限、このままサボりたいなぁ」

「さ、サボったら許さないわよ！　一週間エッチ禁止！」

「それは困る」

「困るなら、もうやめなさい」

「わかりました、なら今回はなるべく早めに終わらせます」

　情欲の炎で燃えているとび色の瞳に、ゴクリと喉が鳴る。

「……もう、毎日毎日盛り過ぎ。そんなにセックスしたいの？」

「違います！　僕は、ゆいこさんが好きだから！」

「好き好き言うけど、私のどこが好きなのよ？　ただやりたいだけじゃないの？」

　気恥ずかしさから、かわいくない事を言っている自覚はあったが、この口は止まらない。

　その大きなものが入りさえすれば、誰でも良かったのではないか？　と言うと、彼は憤慨した。

「そんな訳ないでしょう！」

「じゃあ、いつ私を好きになったの？」

「実はその、けっこう前から。……ＳＮＳで相互フォローになる前から、ゆいこさんのアカウント見てたんです」

「え？」

　初耳だった。

「どんな人なのか、ずっと会ってみたかった。……でも、僕なんか相手にされる訳ないだろうって、リスインしてこっそり見てたんです。だから、ゆいこさんにフォローされて話しかけられた時、本当に嬉しくて」

「柚月君……」

　とりあえず、家に帰ったら今夜詳しく聞く事にしよう。──でも、今はそれよりも……。

「も、もう、いいから早くして……」

　もう、私の方が限界だった。

　恥ずかしくて堪らないと思いながらも、早く続きをしてと動きを中断させて話す彼の手を取って導く。

　すると、柚月君は心の底から嬉しそうに笑って、私にキスをした。









★つづく★












柚月くんのがそんなに大きいなんて聞いてない！ 第２話
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